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畑の土がどんな状態か，見ただけではわかりません。そこで， 

健康診断のように，ｐＨやＥＣといった数値を測って土壌診断 

をするわけですが，「数字の意味がよくわからない」という人も 

多いのでは？一作ごとにｐＨとＥＣを測定して土づくりに役立 

てている女子栄養大学農園の新井眞一さんに，数値の見方と調 

整の仕方について聞いたところ，家庭菜園の慣習を覆す意外な 

アドバイスをもらいました。 

 あらい・しんいち １９９５年生まれ。元埼玉県職員。現在，埼玉県 

鶴ヶ島市にある女子栄養大学大学農園の管理責任者として勤務。農作物 

の病害虫にも詳しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 家庭菜園の土はアルカリ化しがち 

 ｐＨもＥＣも，土が化学的にどういう状態にあるかを示す数値です。ｐＨは数値が低いほど酸

性が強く，高いほどアルカリ性が強いことを示します。野菜が育ちやすい土は弱酸性～中性のｐ

Ｈ５．５～７．０付近といわれ，これより高すぎたり低すぎたりすると，栄養分が吸収しづらく

なったり，病気発生の原因になったりするなど，生育に悪影響があります。 

 畑の土は，石灰分が野菜に吸収されたり，降雨で流出したりすることによって，自然に酸性に

傾くといわれます。そのため，土づくりのときはこれを適正なぜ戻すため苦土石灰などを施すこ

とが，なかば慣例化しています。しかし，わたしが前職の県職員時代から多数の栽培現場を目に

してきた経験からすると，むしろ家庭菜園の土はｐＨが高くなりがち（＝アルカリ性に傾きがち）

です。 

 大学農園で育てる約６０種の野菜には，ほぼすべてポリマルチを使用しますが，同じようにマ

ルチを使っている人は，雨による石灰分の流出が抑えられるために，酸性化の度合いが少ないと

考えるべきです。裸地で耕作するのと同じ感覚で，一作ごとに，土が真っ白になるほど石灰を入

れている人は要注意。アルカリ化が著しく進むことが心配されます。 
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 さらに，石灰以外の資材も，じつは 

アルカリ化の原因になっているかもし 

れません。そこで，いろいろな資材の 

ｐＨを測って調べてみたのが，上の表 

１です。 

 原因は石灰だけ？ 
 実際に測ってみると，市販の牛ふん 

堆肥もｐＨ９．６と，強アルカリを示 

しました。 

 酸度調整を目的とした資材ではない 

堆肥が，こんなに著しい値とは驚きで 

す。もっとも堆肥は土に鋤き込むこと 

によって，土の中で化学変化を起こし， 

当初のアルカリ性は徐々に中和されて 

いくといわれます。実際のところどう 

なのか，農園で実験してみましたが， 

上のグラフのように，４月下旬～７月 

下旬の春夏野菜の栽培期間を適してｐ 

Ｈが十分に下がった様子はありません。 

 ｐＨは上がりやすく 

下げにくい 
 酸性土壌が植物の生育によくないのはもちろんですし，石灰（カルシウム）も植物に欠かせな

い要素の一つなので，石灰を施すことはまちがっていません。しかし，いちど上がったｐＨを元

どおりに下げるのは，上げるよりも大変です。かならずｐＨを測定して，酸性に傾いたときのみ，

必要量の石灰を施すことをおすすめします。 
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ＥＣが高い＝窒素過多 
 ＥＣとは電気の通りやすさを表す数値です。純水はほとんど電気を通さないので，土を溶かし

た水が電気を通しやすければ，塩類や酸などの物質が含まれている証拠です。土壌診断において

は，ＥＣ値が高い＝窒素が多いと考えてかまいません。ＥＣ値（ｍｓ／cm）を３０倍すると，ほ

ぼ，その土に含まれる窒素量（g／㎡）になるといわれます。つまり，ＥＣを測ることによって，

畑に肥料分がどれだけあるかを推定することが可能なのです。 

 ｐＨに比べてＥＣは，測定機器が高価なこともあって，なじみが薄いかもしれません。しかし，

ＥＣを測っておくと，次作の施肥にたいへん役に立ちます。左ページのグラフはコマツナを栽培

したさいのデータですが，施肥時から収穫時に向かってＥＣは下がっていきます。これは，土の

中の窒素が養分としてコマツナに吸収された結果です。わたしは葉物野菜には追肥をしないので，

ＥＣが徐々に下がっていくのは当たり前。０に近づいていくのは，むしろ正常な形です。ところ

が，このような理想的な状況ばかりではありません。 

 たとえば，秋冬にブロッコリーを栽培した場所へ，春にトマトを植えるとします。ブロッコリ

ーは，側花菅をとるために終盤まで追肥を行いますが，これによって，栽培終了後も使いきれな

い肥料分が残っていることがあります。このことを考慮せずに標準量の元肥を施すと，トマトが

過繁茂（つるぼけ）になる可能性があります。トマトの作付け前に，あらかじめＥＣを測定して

残肥を把握しておけば，このようなことは防げます。一定以上のＥＣを示したら，無施肥で栽培

するようにします。 

 窒素不足になると，下葉が黄色くなったり，草丈の伸びが悪くなったりするので，よく観察し

て追肥で補います。栽培途中でＥＣを再測定してもよいでしょう。 

 他にＥＣが高いことで気をつけるのは，濃度障害（肥料焼け）です。青菜に塩をふると水分が

出るように，塩類が過剰な土の中では根が水を吸収できず，株全体がしおれたり枯れたりする症

状が出ます。 

 高ｐＨ・高ＥＣはＮＧ 
 ｐＨとＥＣを測定すると，二つの値を組み合わせて，表２のように分析することができます。

表中右上の高ｐＨ・高ＥＣの状態が，わたしが家庭菜園に多いと指摘する「石灰・肥料のやりす
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ぎ」です。アルカリ性土壌＋肥料過剰の環 

境では，栄養が偏り，さまざまな障害が発 

生します。 

 ｐＨが低くＥＣが高いのは，窒素肥料が 

多いせいかもしれません。硫安や尿素など 

の窒素肥料の多くは，分解される過程で土 

のｐＨを下げて酸性に傾けるからです。そ 

の場合は，石灰を足すよりも，窒素肥料を 

控えるほうが正しい対策です。このように， 

ｐＨ・ＥＣとも，片方だけ測ってもわから 

ないことが，二つを組み合わせると見えて 

きます。さらに，前作や前年との比較でわ 

かることも多いので，ぜひｐＨ・ＥＣの測 

定と記録を習慣づけてください。 

教科書どおりが 

合うとはかぎらない 
 石灰も肥料も，畑の土の現状を考慮せず 

に，やみくもに与えていいものではありま 

せん。たとえ教科書の記述が正しくても， 

前提となる条件が自分の畑と違っていれば， 

そのとおりにやっても失敗するのは当然で 

す。うまくいかないときは，そもそも自分 

の畑がどうなっているか，数値で見極めるの 

がたいせつなのです。 
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